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信
州
丸
子
は
平
安
末
期
の
源
氏
の

武
将
、
木
曽
義
仲
が
平
氏
追
討
の
た

め
挙
兵
し
た
地
で
す
。
義
仲
公
に
ま

つ
わ
る
史
跡
が
今
で
も
点
在
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

　「
信
州
丸
子
義
仲
祭
り
」
は
平
成
17

年
か
ら
４
年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま

す
。過
去
に
は
史
跡
め
ぐ
り
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
年
も

あ
り
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
令
和
３
年
に
開

催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

１
年
延
期
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
信
州
丸
子
義
仲
祭
り
実
行
委
員
会

で
は
、
令
和
４
年
放
送
の
大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
義
仲
公
登
場

に
あ
わ
せ
、
令
和
４
年
を
一
年
を
通

じ
て
義
仲
イ
ヤ
ー
「
信
州
丸
子
義
仲

祭
り
」
と
し
、
多
く
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
４
年 

信
州
丸
子
義
仲
祭
り

木曽義仲の家紋
「笹竜胆」

信
州
丸
子

義
仲
祭
り
に
つ
い
て

　
平
安
時
代
末
期
の
武
将
。
鎌
倉
幕
府
を
ひ
ら
い
た
源
頼
朝
と
は
従
兄

弟
に
あ
た
り
ま
す
。

　
武
蔵
国
で
生
ま
れ
、
幼
名
は
「
駒
王
」
と
い
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
歳
の
と
き
に
、
父
義
賢
が
甥
の
義
平
に
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
逃
げ
た

先
の
木
曽
で
中
原
兼
遠
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
治
承
４
年
（
１
１
８
０
年
）
に
以
仁
王
の
令
旨
を
う
け
、
信
州
丸
子

の
依
田
城
を
拠
点
に
平
氏
追
討
の
兵
を
挙
げ
ま
し
た
。
破
竹
の
勢
い
で

平
氏
を
破
っ
て
京
へ
上
り
「
旭
将
軍
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
が
、
後
白
河
法
皇
に
疎
ま
れ
、
最
後
は
源
頼
朝
が
送
っ
た
義
経
・
範

頼
軍
を
前
に
敗
れ
ま
し
た
。

　
義
仲
の
長
子
、
義
高
に
仕
え

た
海
野
幸
氏
の
子
孫
が「
幸
村
」

で
有
名
な
真
田
氏
で
す
。

木
曽
義
仲
（
源
義
仲
）

　
義
仲
公
の
妻
。
元
祖
戦
う
女
性
と
し
て
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
で
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
木
曽
で
義
仲
を
養
育
し
た
中
原
兼
遠
の
子
で
、
木
曽
義
仲
四
天
王
と

呼
ば
れ
活
躍
し
た
今
井
兼
平
、
樋
口
兼
光
の
妹
に
あ
た
り
ま
す
。
義
仲

最
期
の
敗
戦
の
と
き
も
味
方
７

騎
に
な
る
ま
で
共
に
戦
い
ま
し

た
。
義
仲
に
生
き
る
よ
う
諭
さ

れ
、
戦
場
を
逃
れ
た
巴
御
前
は

尼
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

巴  

御  

前

イラスト/西川かおり イラスト/西川かおり

の陣
の陣

の陣

の陣

●「正海清水」改修工事
●公民館講座
　　「木曽義仲と鎌倉殿の時代
　　　　国宝・重文絵巻に見る武士の時代」
●「お歯黒の池」修繕工事
●大河ドラマ「鎌倉殿の13人」
　　スペシャルトークショー in信州上田
　　　　　　　　～木曽義仲挙兵の地 丸子～
●岩谷堂と義仲桜のライトアップ
●公民館講座「義仲ゆかりの地を巡る」
　　（お歯黒の池～岩谷堂～宗龍寺）
●公民館講座「木曽義仲の生涯　その栄光と挫折」
●安良居神社の春祭り（義仲そばの振舞い）
●なりきり義仲甲冑作り
●公民館講座「義仲ゆかりの地を巡る」（依田城）
●公民館講座「義仲が信濃、丸子にもたらした明と暗」

●西川かおりイラスト展
　　（塩田地域自治センター）
●出陣！義仲居城 依田城！
　　～依田城に登ってみませんか？～
●義仲イヤー記念講演会
　・プレイベント：諏訪流放鷹術（鷹狩り）実演
　・オープニングイベント：「依田城懐古」歌唱
●木曽義仲信州丸子会による歌と踊り発表会

●木曽義仲挙兵の地ポロシャツ販売
●信州ルネッサンス2022
　　「輝け！未来の巴御前
　　　　　　～地域で頑張る若き女性たち～」
●公民館講座「義仲ゆかりの地を巡る」
　　（義仲館跡～御嶽神社～挙兵の地標柱～小鍋立の湯）
●農産物直売加工センター「あさつゆ」に看板設置
●アリオ上田「マンガの日」記念イベント
●丸子中学校美術部が顔出しパネル制作
●丸子ドドンコ（義仲公の「ねぷた」登場）
●第60回信州上田丸子夏期大学
　　「木曽義仲と信濃武士のネットワーク」

●アリオ上田
　　長月の陣　義仲公・巴御前と武者行列
●西川かおりイラスト展（丸子図書館）
●文化をたのしむシリーズ2022　上田紬で豆本づくり体験
　（「旭将軍」が登場する県歌「信濃の国」の豆本づくり）
●第50回まるこ春秋学園
　　「木曽義仲の依田城と居館はどこなのか」
●第50回まるこ春秋学園
　　「木曽義仲の八幡宮と安良居神社」
●公民館講座「木曽義仲を敬愛した松尾芭蕉」
●げんきまるこ産業フェスタ2022
　　（義仲公・巴御前パネル設置）
●木曽義仲挙兵武者行列

3月

4月

5月

11月

12月

6月

7月

8月
9月

9月

10月

も
ち
ひ
と
お
う      

り
ょ
う
じ

よ
し
か
た

か
ね
と
お

う
ん  

の 

ゆ
き
う
じ

さ さ り ん ど う
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トークショー前日に青木 崇高さんが
義仲ゆかりの地を巡りました。

依田城跡

　
丸
子
文
化
会
館
に
お
い
て
、
講
師

の
真
田
つ
わ
も
の
隊
会
長
・
笹
栗 

博
美
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
段

ボ
ー
ル
で
甲
冑
を
作
り
ま
し
た
。

　
安
良
居
神
社
の
春
祭
り
に
お
い

て
、
義
仲
公
が
客
人
を
も
て
な
す
際

に
使
用
し
た
と
伝
わ
る
「
平
茸
」
を

の
せ
た
義
仲
そ
ば
を
、
限
定
１
０
０

食
振
舞
い
ま
し
た
。

な
り
き
り
義
仲
甲
冑
作
り

4
月
29
日（
祝
・
金
）

義
仲
そ
ば
の
振
舞
い

4
月
17
日
㈰

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

in 

信
州
上
田

〜
木
曽
義
仲
挙
兵
の
地 

丸
子
〜

4
月
3
日
㈰

　
大
河
ド
ラ
マ
で
木
曽
義
仲

役
を
演
じ
た
青
木 

崇
高
さ

ん
、
源
範
頼
役
の
迫
田 

孝
也

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
丸
子
文
化
会
館
に

は
、
事
前
抽
選
で
選
ば
れ
た

約
３
６
０
人
の
観
客
が
集
ま

り
、
役
に
対
す
る
思
い
や
稽

古
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
の

ト
ー
ク
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

4月10日㈰～24日㈰

　岩谷堂と義仲桜がライトアップされまし
た。思わず写真に収めたくなるような、幻
想的な雰囲気を多くの方が楽しみました。

青木崇高さん（左）、迫田孝也さん（右）

丸子公民館 ＊ 義仲関連講座

「木曽義仲と鎌倉殿の時代 国宝・重文絵巻に見る武士の時代」
3月２9日（火）

「木曽義仲の生涯  その栄光と挫折」
4月15日（金）

「義仲ゆかりの地を巡る」(お歯黒の池)
4月14日（木）

む
ね 

た
か

さ
こ 

だ  

た
か  

や

あ  

ら  

い

さ
さ
ぐ
り

ひ
ろ 

み

いわ  や
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７
月
17
日
の
「
マ
ン
ガ
の
日
」
を
記
念
し
て
、
上
田
市
出
身
の
漫

画
家
・
西
川
か
お
り
先
生
を
講
師
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
ア
リ
オ
上
田

１
階
「
太
陽
の
コ
ー
ト
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
義
仲
公
や
巴
御
前
の

ぬ
り
絵
を
思
い
思
い
の
色
に
塗
っ
た
り
、
４
コ
マ
漫
画
の
作
成
を
し

た
り
と
子
ど
も
た
ち
は
自
由
な
発
想
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
花
火
玉
レ
プ
リ
カ
に
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
書
い
た
り
す
る
企
画
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
リ
オ
上
田
　「
マ
ン
ガ
の
日
」記
念
イ
ベン
ト

7
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
上
田
市
商
工
会
の
企
画
で
、
丸
子
中
学

校
美
術
部
が
義
仲
公
と
巴
御
前
の
顔
出
し

パ
ネ
ル
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
顔
出
し
パ
ネ
ル
は
丸
子
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ

ル
１
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
あ
っ
た
ま
る

こ
」で
展
示
さ
れ
た
後
、ア
リ
オ
上
田「
マ

ン
ガ
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
丸
子

文
化
会
館
で
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

丸
子
中
学
校
美
術
部
制
作

顔
出
し
パ
ネ
ル
展
示

7
月
4
日
㈪

　
丸
子
ド
ド
ン
コ
に
木
曽
義
仲
信
州
丸
子

会
に
よ
る
「
ね
ぷ
た
」
が
登
場
し
ま
し
た
。

前
面
の
イ
ラ
ス
ト
は
漫
画
家
の
西
川
か
お

り
先
生
が
手
掛
け
た
義
仲
公
と
そ
の
長

子
・
義
高
で
す
。
背
面
に
は
大
姫
が
描
か

れ
ま
し
た
。

　「
ね
ぷ
た
」は
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

連
後
方
で
引
か
れ
、
夕
暮
れ
の
中
、
温
か

な
光
を
灯
し
ま
し
た
。

丸
子
ド
ド
ン
コ

8
月
6
日
㈯

　
長
野
県
立
歴
史
館
文
献
史
料
課
長
・
村

石 

正
行 

氏
が
、
丸
子
文
化
会
館
に
お
い

て
、「
木
曽
義
仲
と
信
濃
武
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
義
仲
公
と
信
濃
武
士
と
の
繋
が
り
、
そ

し
て
京
都
で
の
活
躍
、
義
仲
公
の
生
涯
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
60
回
信
州
上
田
丸
子
夏
期
大
学

9
月
1
日
㈭

　「
マ
ン
ガ
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
で

集
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が

花
火
玉
に
貼
り
付
け
ら
れ
、
10
月
9

日
（
日
）に
ア
リ
オ
上
田
前
で
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ
う

に
」「
き
れ
い
な
花
火
が
見
れ
ま
す
よ

う
に
」
な
ど
の
想
い
を
乗
せ
た
花
火

が
空
高
く
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の

想
い
を
乗
せ
た
花
火
玉

　「
輝
け
！
未
来
の
巴
御
前
〜
地
域
で

頑
張
る
若
き
女
性
た
ち
〜
」と
題
し

た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
長
野
大
学
、信
州
大
学
、上
田
女
子

短
期
大
学
、長
野
県
立
大
学
の
学
生

た
ち
が
、サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
の
活
動
発

表
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、義
仲
公
に

関
す
る
ト
ー
ク
も
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

信
州
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
２
０
２
２

6
月
18
日
㈯

ま
さ
ゆ
き

4
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丸
子
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
げ
ん
き
ま
る
こ
産
業
フ
ェ
ス
タ
」に

お
い
て
、
上
田
市
商
工
会
青
年
部
が

制
作
し
た
義
仲
公
と
巴
御
前
の
な
り

き
り
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

げ
ん
き
ま
る
こ

産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

10
月
22
日
㈯

　
丸
子
図
書
館
で
漫
画
家
・
西
川
か

お
り
先
生
の
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
展
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
野
県
立
歴
史
館
で
展
示
さ
れ
た

イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
か
ら
、
10
枚
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

丸
子
図
書
館
　
西
川
か
お
り
イ
ラ
ス
ト
展

　
　
　
　
　
〜
木
曽
義
仲
・
義
高
と
仲
間
た
ち
〜

9
月
21
日
㈬
〜
10
月
27
日
㈭

　
子
檀
嶺
神
社
の
清

住
禰
宜
が
義
仲
公
に
、

女
優
の
土
屋 

貴
子
さ

ん
（
丸
子
地
域
出
身
）

が
巴
御
前
に
扮
し
て
、

武
者
姿
の
子
ど
も
た

ち
と
ア
リ
オ
上
田
館

内
を
歩
き
ま
し
た
。

　
武
者
行
列
は
２
回

行
わ
れ
、
９
名
の
子

ど
も
武
者
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
こ
ぶ
し
を
上
げ
て
、

「
え
い
え
い
お
ー
」
と
勝
ど
き

を
あ
げ
た
ほ
か
、「
た
の
し
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
一
人
ひ
と

り
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

ア
リ
オ
上
田
　
長
月
の
陣

義
仲
公
・
巴
御
前
と
武
者
行
列

9
月
18
日
㈰

丸
子
公
民
館 

＊ 

義
仲
関
連
講
座

「木曽義仲を敬愛した松尾芭蕉」
１０月７日（金）

「第50回 まるこ春秋学園」
９月２８日（水）・１０月５日（水）

「文化をたのしむシリーズ2022  上田紬で豆本づくり体験」
（義仲公が「旭将軍」として登場する県歌「信濃の国」の豆本づくり）

９月２８日（水）

　同イラスト展は、塩田地域自治セン
ターに場所を移し、11月7日（月）から
12月9日（金）まで展示されました。

こ 

ま
ゆ 

み
ね

ね   

ぎ

た
か  

こ

5
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４
年
に
一
度
行
わ
れ
て
い
る
「
木
曽

義
仲
挙
兵
武
者
行
列
」
が
秋
晴
れ
の
空

の
下
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
華
麗
な
衣
装
を
纏
っ
た
約
１
１
０
人

の
行
列
が
上
丸
子
商
店
街
を
優
雅
に
行

進
し
ま
し
た
。
行
列
に
は
大
阪
府
や
兵

庫
県
な
ど
遠
方
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た

ほ
か
、
義
高
役
な
ど
に
小
学
生
の
参
加

も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
武
者
行
列
は
影
武
者
の
木
曽

義
仲
が
行
列
を
率
い
て
、
本
物
の
義
仲

公
と
合
流
し
た
の
ち
、
必
勝
祈
願
を
し

て
平
氏
打
倒
に
向
か
う
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
デ
リ
シ
ア
上
丸
子
店
様
前
で
行
わ
れ

た
出
発
イ
ベ
ン
ト
で
は
、木
曽
義
仲（
影

武
者
）
役
が
高
ら
か
に
口
上
を
読
み
上

げ
行
列
を
開
始
し
、
あ
さ
か
わ
様
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。
あ
さ
か
わ
様
駐
車
場

で
は
主
催
者
挨
拶
や
、
な
ぎ
な
た
連
盟

上
田
教
室
に
よ
る
薙
刀
演
舞
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
で
木
曽
義
仲
を
演

じ
た
青
木 

崇
高
さ
ん
、
木
村 

昴
さ
ん

（
以
仁
王
役
）、
町
田 

悠
宇
さ
ん
（
今
井 

兼
平
役
）
が
登
場
し
行
列
に
加
わ
る
と

安
良
居
神
社
へ
と
歩
を
進
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
合
司
会
を
務
め
た
迫
田 

孝

也
さ
ん
（
源
範
頼
役
）
と
歴
史
タ
レ
ン

ト
の
小
川 

さ
な
え
さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー

ク
が
、
武
者
行
列
を
さ
ら
に
華
や
か
に

し
ま
し
た
。

　
武
者
行
列
は
沿
道
の
観
客
を
含
め
、

熱
気
に
溢
れ
た
賑
々
し
い
も
の
に
な
り
、

参
加
し
た
方
か
ら
も
「
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
」「
気
さ
く
に
話
し
か

け
て
く
だ
さ
る
方
ば
か
り
で
、
と
て
も

あ
た
た
か
い
お
祭
り
だ
っ
た
」
な
ど
の

明
る
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

木
曽
義
仲
挙
兵
武
者
行
列

10
月
23
日
㈰

参加者たちは朝早くから丸子中学校体育館に集まって衣装の準備をしました

出発イベント（口上）

出発イベントで司会をする小川さなえさん（左）、迫田孝也さん（右）

す
ば
る

む
ね
た
か

さ
こ 

だ   

た
か

や

ゆ
　 

う
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４
年
に
一
度
行
わ
れ
て
い
る
「
木
曽

義
仲
挙
兵
武
者
行
列
」
が
秋
晴
れ
の
空

の
下
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
華
麗
な
衣
装
を
纏
っ
た
約
１
１
０
人

の
行
列
が
上
丸
子
商
店
街
を
優
雅
に
行

進
し
ま
し
た
。
行
列
に
は
大
阪
府
や
兵

庫
県
な
ど
遠
方
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た

ほ
か
、
義
高
役
な
ど
に
小
学
生
の
参
加

も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
武
者
行
列
は
影
武
者
の
木
曽

義
仲
が
行
列
を
率
い
て
、
本
物
の
義
仲

公
と
合
流
し
た
の
ち
、
必
勝
祈
願
を
し

て
平
氏
打
倒
に
向
か
う
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
デ
リ
シ
ア
上
丸
子
店
様
前
で
行
わ
れ

た
出
発
イ
ベ
ン
ト
で
は
、木
曽
義
仲（
影

武
者
）
役
が
高
ら
か
に
口
上
を
読
み
上

げ
行
列
を
開
始
し
、
あ
さ
か
わ
様
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。
あ
さ
か
わ
様
駐
車
場

で
は
主
催
者
挨
拶
や
、
な
ぎ
な
た
連
盟

上
田
教
室
に
よ
る
薙
刀
演
舞
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
で
木
曽
義
仲
を
演

じ
た
青
木 

崇
高
さ
ん
、
木
村 

昴
さ
ん

（
以
仁
王
役
）、
町
田 

悠
宇
さ
ん
（
今
井 

兼
平
役
）
が
登
場
し
行
列
に
加
わ
る
と

安
良
居
神
社
へ
と
歩
を
進
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
合
司
会
を
務
め
た
迫
田 

孝

也
さ
ん
（
源
範
頼
役
）
と
歴
史
タ
レ
ン

ト
の
小
川 

さ
な
え
さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー

ク
が
、
武
者
行
列
を
さ
ら
に
華
や
か
に

し
ま
し
た
。

　
武
者
行
列
は
沿
道
の
観
客
を
含
め
、

熱
気
に
溢
れ
た
賑
々
し
い
も
の
に
な
り
、

参
加
し
た
方
か
ら
も
「
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
」「
気
さ
く
に
話
し
か

け
て
く
だ
さ
る
方
ば
か
り
で
、
と
て
も

あ
た
た
か
い
お
祭
り
だ
っ
た
」
な
ど
の

明
る
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

7：00 行列参加者集合
 丸子中学校体育館で着替え
10：20 スタート地点整列
10：25 出発イベント （口上ほか）
10：30 武者行列出発
10：40 わかまつ様駐車場にて義仲舞踊
 （藤華久三社中）
11：10 あさかわ様駐車場到着　祝いの儀
 ・主催者挨拶
 ・来賓挨拶
 ・薙刀演舞（なぎなた連盟上田教室）
 ・かぶら矢披露（丸子弓道会）
 ・「鎌倉殿の13人」キャスト登場
11：30 平茸汁振舞い（丸子まちづくり会議）
11：40 あさかわ様駐車場出発
12：20 安良居神社到着　必勝祈願の儀
 ・かぶら矢披露（丸子弓道会）
 ・必勝祈願の「矢」の奉納
 　（青木 崇高さん）
13：00 丸子文化会館へ移動
14：05 祝太鼓演奏（丸子太鼓保存会）
14：15　武者行列参加者紹介
14：30 トーク・ライブ
15：00 トーク・ライブ終了

藤華久三社中による義仲舞踊 （わかまつ様駐車場）

木曽義仲（影武者）、巴御前、丸子小中太が馬に乗って進みました

義仲公の長子
義高とその
許嫁である大姫

タイムスケジュール

ふじ    か    ひさ  みつ   しゃ  ちゅう
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　丸
子
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
で
は
、青
木 

崇
高

さ
ん
が
制
作
し
た
絵
画
『
興
亡
の
果
て
』
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　血
や
金
、
権
力
な
ど
を
象
徴
す
る
泥
を
撥

ね
て
駆
け
る
12
頭
の
馬
が
躍
動
感
た
っ
ぷ
り

に
描
か
れ
て
お
り
、
13
頭
目
の
視
点
か
ら
見

る
絵
画
は
迫
力
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　あ
さ
か
わ
様
で
登
場
し
た
青
木 

崇
高
さ
ん
、
木
村 

昴
さ
ん
、
町
田 

悠
宇

さ
ん
は
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
以
仁
王
の
令
旨
を
受
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
っ
た
後
、
安
良
居
神
社
に
向
け
て
武
者
行
列
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　安
良
居
神
社
で
は
「
必
勝
祈
願
の
儀
」
を
行
い
、
か
ぶ
ら
矢
披
露

（
丸
子
弓
道
会
）
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
必
勝
祈
願
の
「
矢
」
の
奉
納
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

かぶら矢披露（丸子弓道会） 薙刀演舞（なぎなた連盟上田教室） 主催者挨拶 市長挨拶

町田悠宇さん

青木崇高さん木村昴さん
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丸
子
文
化
会
館
で
は
武
者
行
列
の
閉
祭
式
が
行

わ
れ
、
参
加
者
た
ち
が
順
番
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
代
表
者
が
一
言
ず
つ
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
閉
祭
式
後
は
大
河
ド
ラ
マ
出
演
者
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
ト
ー
ク
・
ラ
イ
ブ
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野
放
送

局
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
抽
選
の
当
選

者
た
ち
が
集
ま
り
、
こ
こ
で
し
か
聞
く
こ
と
が
で

き
な
い
プ
レ
ミ
ア
ム
ト
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
ト
ー
ク
・
ラ
イ
ブ
」
で
は
、
武
者
行
列
に
参

加
し
て
の
感
想
や
、
大
河
ド
ラ
マ
に
関
す
る
話

題
、
青
木 

崇
高
さ
ん
が
制
作
し
た
絵
画
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　丸子地域自治センター前では、義仲公が客
人をもてなす際に供したと伝わる「平茸汁」
が振る舞われました（丸子まちづくり会議）

閉祭式でステージに上がった参加者たち

木曽義仲挙兵太鼓（丸子太鼓保存会）

行列参加者たちもトーク・ライブを
スクリーン越しに楽しみました

　市内外からたくさんの観覧者が訪れ、楽しげ
な声が秋晴れの空に響く一日となりました。
　爽やかな青空の下、素晴らしい武者行列を行
うことができました。

9



木
曽
で
育
っ
た
　
義
仲
公
は

東
信
濃
の
　
丸
子
を
え
ら
び

兵
馬
あ
つ
め
て
　
こ
の
地
に
こ
ぞ
る

治
承
四
年
の
　
夢
は
る
か

 

依
田
氏 

丸
子
氏
　
長
瀬
氏
た
ち
は

義
仲
迎
え
た
　
郷
土
の
武
将

ゆ
か
り
の
寺
や
　
諏
訪
八
幡
も

願
い
か
な
え
た
　
守
り
神

 

背
に
岩
壁
　
そ
そ
り
て
立
て
る

岩
谷
堂
へ
の
　
戦
勝
祈
願

馬
で
登
っ
た
　
わ
き
山
道
の

坂
は
義
仲
　
馬
大
門

　
　
　
　
　
　
　（
４
番
か
ら
８
番
省
略
）

依
田
城
懐
古

作
詞
　
酒
井 

昭
水

作
曲
　
横
関
　 

章

編
曲
　
荻
原 

敏
行

11
月
20
日
㈰

　
義
仲
公
に
依
田
城
を
提
供
し
た
依
田
実
信
の

子
孫
が
鷹
匠
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
ち
な

み
、
諏
訪
流
放
鷹
術
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

実
演
が
安
良
居
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
野
県
立
大
学
の
二
本
松 

泰
子
教
授
が
解

説
を
担
当
し
た
ほ
か
、
二
本
松
教
授
が
担
当
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
が
司
会

を
務
め
ま
し
た
。

　
実
演
で
は
観
覧
者
３
名
が
、
飛
ん
で
き
た
鷹

を
腕
に
止
ま
ら
せ
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
で
時
代
考
証
を
担

当
し
た
長
村 

祥
知
氏
（
富
山
大
学
学
術
研
究
部
人
文

科
学
系
講
師
）
に
よ
る
講
演
会
「
木
曽
義
仲
と
そ
の
時

代
」
が
丸
子
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
演
前
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

義
仲
公
を
歌
っ
た
「
依
田
城
懐
古
」
の
歌
唱
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
会
プ
レ
イ
ベン
ト

諏
訪
流
放
鷹
術（
鷹
狩
り
）実
演

　
前
上
田
市
立
信
濃
国
分
寺
資
料
館
館

長
・
尾
見 

智
志
氏
の
案
内
で
依
田
城
跡

を
登
る
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
10
名

の
参
加
者
が
山
頂
ま
で
登
り
ま
し
た
。

出
陣
！
義
仲
居
城 

依
田
城
！

〜
依
田
城
に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

11
月
20
日
㈰

　
木
曽
義
仲
信
州
丸
子
会
に
よ
る
、
義
仲

桜
を
題
材
に
し
た
歌
と
踊
り
の
発
表
会

が
、長
福
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
黒 

守
彦
さ
ん
の
歌
う『
義
仲
桜
』に
、

藤
華
久
三
社
中
の
会
主
、
藤
華 

久
三
さ

ん
が
華
や
か
に
踊
り
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
、
滝
澤 

晶

三
さ
ん
（
秋
和
）
が
所
蔵
す
る
義
仲
関
連

の
版
画
の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

木
曽
義
仲
信
州
丸
子
会

歌
と
踊
り
の
発
表
会

12
月
3
日
㈯

　長野県立大学グローバ
ル教養ゼミの学生が制作
したマスクケース（義仲
公・巴御前デザイン）が
配布されました。

ＱＲコードを読み取る
と「依田城懐古」を
動画で視聴できます

「木曽義仲信州丸子会」では新規会員を募集しています。
ご入会については信州丸子義仲祭り実行委員会（12ページ）までご連絡ください。

義
仲
イ
ヤ
ー
記
念
講
演
会

15名の有志による「依田城懐古」の歌唱

な
が
む
ら 

よ
し
と
も

せ
な       

が
ん 

ぺ
き

さ
ん
ど
う

ほ
う   

よ
う

う
ま 

だ
い 

も
ん

に   

ほ
ん  

ま
つ    

や
す   

こ

さ
と   

し

ふ
じ   

か    

ひ
さ  

み
つ   

し
ゃ
ち
ゅ
う

し
ょ
う

ぞ
う

10
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さまざまなＰＲ活動

上田駅前にタペストリー掲示

丸子地域自治センター玄関ロビー「義仲コーナー」

市施設や道沿いに設置された「木曽義仲挙兵の地」のぼり旗

農産物直売加工センター「あさつゆ」に義仲公・巴御前ゆかりの地ＰＲ・案内看板設置

丸子図書館「木曽義仲関連本コーナー」 アリオ上田2階  「義仲コーナー」 「木曽義仲挙兵の地」ミニのぼり旗

依
田
城
跡
に
設
置
し
た
登
頂
証
明
書

上田市商工会で作成したタペストリー（右）が商店街
などに掲示されたほか、コースターやシール、ストラッ
プ（上）が販促利用されました。
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木曽義仲ゆかりの地  信州丸子

丸子稲荷神社に隣接する一帯が開戸城
跡といわれ、義仲公の参謀、大夫坊覚明
が戦勝祈願の護摩を焚いたと伝わります。

開戸城跡（中丸子）

義仲公の挙兵に従ったとされる丸
子氏の居城です。現在の物見櫓は
平成2年度に復元されたものです。

丸子城跡（上丸子／東内）

丸子地域御嶽堂の集落後方に屏風のように
そそり立つ金鳳山まで含めた一帯。約804ｍ
の頂を城山と呼びます。

依田城跡 義仲居城からの眺望（御嶽堂）

平成3年（1991年）に丸子町教育
委員会が建立しました。高さ7ｍ、幅
0.9ｍの鉄骨鉄板張りの三角柱です。

木曽義仲挙兵の地 標柱（御嶽堂）

義仲公が依田城館逗留中、源氏の
氏神である八幡大菩薩を祀り創建
したと伝わっています。

安良居神社（上丸子）

義仲開基と伝わる曹洞宗東松山長福寺本堂には「朝
日将軍木曽義仲宣公大居士尊儀」と刻まれた分け位
牌が安置されています。

長福寺（中丸子）

義仲公が平氏打倒の必勝祈願をしたと伝わっていま
す。義仲公が馬で駆け上ったという「馬大門」や、義仲
公が手植えしたとされる「義仲桜」があります。

宝蔵寺岩谷堂観音と義仲桜（御嶽堂）

問 信州丸子義仲祭り実行委員会事務局（丸子地域振興課内）　電話42-1041／有線24510

義仲軍が飲用水として利用したとさ
れる清水です。義仲公の長子、清水
冠者義高の「清水」はこの地にちな
むといわれています。

正海清水（御嶽堂）

義仲公の討死直前に生きるように諭さ
れ、落ち延びた巴御前が、義仲公と一
族の菩提を弔うため剃髪し、この池でお
歯黒を洗い落としたと伝わっています。

巴御前 お歯黒の池（東内）

令和４年に史跡の整備を行いました

QRコードを読み取ると依田城
を撮影したドローン映像を視聴
できます

しょう  かい     し    みず

宇宙を知りたい！シリーズ「長野県は宇宙県」講演会
●日　時／令和5年1月21日（土）14：00～15：30
●場　所／丸子文化会館
●演　題／トモエゴゼンが見つけた宝物
　　　　　 ～天体観測は宝さがし～
●講　師／高橋 英則 さん（東京大学木曽観測所）
●申　込／電話で問（42-3147）に事前予約

平家物語琵琶紀行
  ～薩摩琵琶で聴く平家物語の世界～

●日　時／令和5年3月18日（土）15：00開演
●場　所／丸子文化会館
●内　容／薩摩琵琶による平家物語の弾き語り
●演奏者／石田 さえ さん（薩摩琵琶奏者）

問 丸子教育事務所（社会教育係） 　電話42-3147／有線24722義仲関連事業  今後のラインナップ

©Tamayo Kawamura

「長野県は宇宙県」
イメージキャラクター

ほしくま

あ      ら      い いわ    や     どう

かい    ど
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